第５期　まちづくり大学　第1９回講座
平成２１年１０月３０日（金）

～　太満池浄水場　施設見学　～
　　　　 講 師　水道局施設グループ　仲谷課長　　　　　　　　　　　
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水と緑豊かな潤いの街 大阪狭山市
私たちの水道水の水源はどこか
またどのように造られているのか　　　　　　　　　　　　　　　

　好天のもと太満池浄水場を見学した。
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１　上水道事業概要の説明　
＊仲谷課長より重点方針６項目の説明
　　　　①鉛給水管をポリエチレン管へ更新（本管→家庭）（H21残19→17％　H30完成）
②耐震化送配水管の整備　耐震化率ＵＰ
　　　　③配水池耐震化３カ年計画
　　　　④緊急時対策（近隣市と緊急連絡管を設置　富田林　堺　河内長野）
　　　　⑤防災倉庫の建設
　　　　⑥水質管理

＊続いて概要説明
昭和３６年給水開始いらい４７年経過、その間人口増･渇水対策として、

取水源を西除川より副池へ、また大阪府営水道からの受水体制を整備して
給水の安定化を図ってきた。
＊現在の概要 ( H21．3現在 )
　◆給水人口57,945人　水道普及率99.9%
◆給水戸数24,526戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆年間総配水量7,200,000㌧（ 狭山池4杯分とか！）　　
◆１人１日平均配水量340 ℓ  
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　地下水系5,000㌧
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　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 浄水8,000㌧   
◆1日平均配水量20,000㌧　--　　     （40％）　　　　　　　　　  　表流水系3,000㌧
　　　　　　　　　　　　　の水源　　　　　
大阪府より受水12,000㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　 （60％）
· 水道施設；この①太満池浄水場をはじめ、②府営水道受水池兼低区配水池
　　　　　　　③ニュータウン配水池、④大野中区配水池、⑤大野高区配水池

　　　　　　　⑥府営水道受水ポンプ場がある。


２　浄水場の見学　　　

２グループに分れて見学
◆浄水工程
　　　　狭山池副池

　　　　　　　　　　　　　　→取水→攪拌→薬品沈殿→砂濾過

　 　  井　　　戸　　　　　　→活性炭濾過→検査→塩素消毒→配水→家庭　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
大阪府営水道受入れ
　　　　　　　　　　　　　　　
　浄水工程に沿って時間をかけて順次浄化してゆく

様子を見て、日常何気なく使っている水道水の貴重さを感じ、洗車や植木の水やりがなんだか“もったいない？”

３　浄水の実験
　
見学後、取水中に含まれる不純物を薬品で固化し、

それを砂および活性炭でろ過除去する過程の実演を見学した。

４　質疑応答
１．浄水工程での活性炭や砂の取替え頻度は？
　　ａ）砂は１度／１０年程度だが、
活性炭は年に5～6回必要で高コストなもの。
２．水源が３種類、理由は？　コストは？
　ａ）最初は自給水でスタートが渇水を契機に府営水受入が
始まった。

　　　自己水は５～６０円(？)　府営水は８８.１円

３．水源が井戸、副池となっているが、狭山池から
取水できないか？
　ａ）狭山池は水利権がらみで取水が難しい。　
４．将来水源をどう考えているか？
　ａ）現在副池の水質に問題があり、府営＠が下がるなら切り替えることになるだろう。

５．水の味に地域差があるか？
　　ａ）現在はどこでも高度処理をしているので味に差はない　。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　
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